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平成 30年 3月まで平成 30年 4月から

新国保制度が施行となりました

　平成３０年４月から国保の都道府県単位化を軸とした「新国保制度」が施行となりました。
　制度開始にあたり、従来の国保制度から大きく変わること（下図参照）になりますが、「国保制度」というセー
フティーネットを持続可能なものにするべく、本会も保険者と連携し、制度の安定運用に寄与してまいります。

新国保制度における主な変更点

1

2

3

4

  診療報酬の支払い方法
　これまで、医療機関等からの請求に対する診療報酬の支払いは、「市町村→国保連→医療機関
等」となっていましたが、４月以降は、県が市町村に普通交付金を交付することになるため、「県
→市町村→国保連→医療機関等」となります。
　しかし、宮城県では、市町村と国保連の普通交付金の収納事務委託契約に基づき、普通交付
金相当額を県から国保連に直接支払うこととしており、医療機関等への診療報酬の支払いは、「県
→国保連→医療機関等」となります。

  市町村国保の財政運営（県が国保財政運営の責任主体となります。）
　これまで、国保事業は市町村が個別に運営してきましたが、平成３０年４月からは、県が市
町村国保の運営に加わり、財政運営の責任主体となります。
　具体的には、県は市町村から納付される国保事業費納付金や国庫負担金等を財源とし、市町
村に保険給付に必要な費用等を保険給付費等交付金（以下「普通交付金」という。）として交付
することとなることから、より安定的な国保運営が可能となります。

  県単位での資格管理
　被保険者が同一県内の他市町村へ転居した場合でも国保資格は継続されます。（※ただし、被
保険者は、転居後の市町村において、改めて被保険者証の交付を受けることが必要となります。）
　なお、各市町村における県単位での資格の管理は本会が管理運用を行っている「国保情報集
約システム」によって行われます。

 高額療養費多数回該当回数の引き継ぎ
　県単位での資格管理になることに伴い、被保険者が同一県内の他市町村へ転居した場合で
も、当該被保険者の高額療養費の多数回該当回数が引き継がれ、通算できることになります。
（※ただし、「世帯の継続性」の判定結果によっては引き継がれない場合があります。）

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
国
保
医
療
課
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
三
浦
正
博

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
皆
様
、

市
町
村
と
国
民
健
康
保
険
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

で
円
滑
な
運
営
に
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。

　
４
月
か
ら
県
は
、
市
町
村
と
共
同
で
国
民
健
康

保
険
の
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
が
決
定
し
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
間
、
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
皆
様
、
市
町
村
の
皆
様
に
は
、
業
務
御
多

忙
の
中
、
新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
に
大
変
御
尽

力
い
た
だ
き
、
誠
に
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制
度
創
設
以
来
の
大

改
革
に
伴
う
新
国
保
制
度
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、

市
町
村
、
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
の
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し

て
国
民
健
康
保
険
事
業
を
し
っ
か
り
運
営
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宮城県国保医療課長から

宮城県だより

国保医療課が変わります

国保事業経営班
● 国民健康保険運営の都道府県単位化に関する
こと。

●  国民健康保険事業（国民健康保険特別会計の
運営等）に関すること。

● 国民健康保険運営協議会に関すること。
●  保険者努力支援制度に関すること。

国保指導班
● 国民健康保険事業 ( 制度，市町村財政 ) に関
すること。

●  国民健康保険者等の指導に関すること。
● 国民健康保険審査会に関すること。
●  被保険者の相談に関すること。

医療指導班
●  後期高齢者医療に関すること。
● 国民健康保険事業（保健事業）に関すること。
● 保険医療機関等の指導，監督に関すること。
●  医療費適正化の施策に関すること。
●  後期高齢者医療広域連合に対する助言及び援
助に関すること。

●  後期高齢者医療審査会に関すること。

国保改革推進班
● 国民健康保険都道府県単位化に関すること。
 
 
 
 

 
国保指導班

● 国民健康保険事業に関すること。
●  国民健康保険者等の指導に関すること。
●  国民健康保険審査会に関すること。
●  被保険者の相談に関すること。
 

医療指導班
● 後期高齢者医療に関すること。
●  国民健康保険事業（保健事業）に関すること。
●  保険医療機関等の指導，監督に関すること。
●  医療費適正化の施策に関すること。
●  後期高齢者医療広域連合に対する助言及び援
助に関すること。
●  後期高齢者医療審査会に関すること。
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みやぎの

頼れる
サポーター

今回伺ったのは…

宮城県保健福祉部国保医療課

菅原　美帆子さん

　
今
年
の
１
月
に
北
部
保
健
福

祉
事
務
所
か
ら
国
保
医
療
課
に

異
動
に
な
り
ま
し
た
、
保
健
師

の
菅
原
で
す
。

　

私
は
保
健
所
勤
務
が
長
く
、

北
は
気
仙
沼
、
南
は
大
河
原
と

ほ
ぼ
全
域
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
精
神
保
健
や

母
子
保
健
、
疾
病
感
染
症
、
難

病
等
、
ま
ん
べ
ん
な
く
行
っ
て

き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
健
康

づ
く
り
の
分
野
だ
け
は
あ
ま
り

縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
思
い
が
け
ず
国

保
医
療
課
に
異
動
と
な
り
、
私

に
務
ま
る
の
か
と
不
安
が
募

り
ま
し
た
が
、
国
保
連
合
会
を

は
じ
め
、
関
係
各
課
、
当
課
の

皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か

3
个
月
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
保
健
所
の
保
健

師
活
動
の
中
で
、
私
が
心
が
け

て
い
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
現

場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
し
た
。

保
健
所
も
市
町
村
も
縦
割
り
な

面
が
あ
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
減
っ
た
中
で
、
ど
う
や
っ

て
支
援
し
て
い
く
か
・
・
。
そ

れ
を
考
え
た
時
に
、
や
は
り
、

そ
の
市
町
村
に
出
向
い
て
、
保

健
師
さ
ん
達
の
悩
み
や
思
い
に

寄
り
添
い
、
共
感
す
る
こ
と
が

保
健
師
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

市
町
村
の
方
か
ら
は
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
だ

け
で
な
く
、
元
気
も
も
ら
い
ま

し
た
。
特
に
市
町
村
の
保
健
師

さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
む
仕
事

に
は
充
実
感
が
あ
り
、
共
通
言

語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き

る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
方
の
様
々
な
思
い

を
共
有
し
、
一
緒
に
悩
み
、
考
え

る
こ
と
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
は
今

で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
か
ら
、
市
町
村
国
民

健
康
保
険
は
都
道
府
県
単
位
化

さ
れ
、
県
も
市
町
村
と
と
も
に

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
新
た
に

導
入
さ
れ
た
保
険
者
努
力
支
援

制
度
（
5
頁
参
照
）
に
お
い
て

は
、
ま
す
ま
す
保
健
事
業
の
重

要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
我
が
県
で
は
、
宮
城

県
版
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

に
向
け
て
、
関
係
課
と

話
し
合
い
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
取
組
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
で
き
る
だ

け
具
体
の
内
容
で
策
定

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
国
保

が
保
健
事
業
を
展
開

し
て
い
く
上
で
は
、
圏
域
の
課

題
を
把
握
し
て
い
る
保
健
所
の

力
を
活
か
す
こ
と
が
不
可
欠
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

保
健
所
に
相
談
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
た
市
町
村
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
全
圏
域
が
同
じ

よ
う
に
連
携
し
た
支
援
体
制
の

も
と
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ

ら
に
つ
な
が
り
を
太
く
し
て
い

く
た
め
に
、
国
保
の
新
た
な
パ

イ
プ
役
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

これまで多くの「サポーター」を紹介してきたこのコーナー。
本誌のレイアウト変更に合わせて、「みやぎの頼れるサポーター」もパワー
アップ！
平成 30 年度からの新国保制度施行に伴い、保険者における保健事業の
重要度がますます高まる中、その最前線で従事する方々に、取り組みなど
について深く掘り下げて聞いていきます。

保険者努力支援制度について

　
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
医
療
費
適

正
化
へ
の
取
組
や
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予

防
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
が
抱
え
る
課
題

へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
保
険
者
と
し
て

努
力
を
行
う
県
や
市
町
村
に
対
し
、
国
が

交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
市
町
村
分
に

つ
い
て
一
部
前
倒
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
市
町
村
国

民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
に
併
せ
、

県
分
も
含
め
本
格
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
　

　
平
成
30
年
度
の
保
険
者
努
力
支
援

制
度
に
係
る
国
の
予
算
規
模
は
約
1
、

0
0
0
億
円
（
県
分
、市
町
村
分
と
も
に
、

約
5
0
0
億
円
）
で
す
。
国
に
よ
る
主

な
評
価
指
標
は
、
上
表
の
「
保
険
者
努
力

支
援
制
度
に
つ
い
て
（
全
体
像
）」
に
記
載

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

の
国
に
よ
る
評
価
は
、
点
数
化
さ
れ
、
県

分
、
市
町
村
分
と
も
に
、
県
別
の
全
国
順

位
が
国
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
公
表
さ
れ
て
い
る
本
県
の
平
成
30
年
度

分
の
評
価
の
速
報
値
で
は
、
県
分
、
市
町

村
分
と
も
に
、
全
国
順
位
が
高
く
な
い
状

況
で
す
が
、
県
で
は
、
評
価
向
上
を
目
指

し
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
等
の
評
価
向
上
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
県
国
保
医
療
課
に

保
健
師
1
名
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
専
門
監
1
名
を
配
置
し
、

評
価
向
上
に
向
け
た
取
組
を
行
う
県
内
の

市
町
村
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談
願
い
ま
す
。

全体像

◎市町村分（300億円程度）※特調より200億円程度を追加

◎都道府県分（500億円程度）

保険者共通の指標 国保固有の指標

指
標

1
特定健診 ･ 特定保健指導の実施率、メタボリック
シンドローム該当者及び予備群の減少率
● 特定健診受診率・特定保健指導受診率
● メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少率

収納率向上に関する取組の実施状況
●保険料（税）収納率
　　※過年度分を含む

指
標

2
特定健診 ･特定保健指導に加えて他の健診の実施や
健診結果等に基づく受診勧奨等の取組の実施状況
● がん検診受診率
● 歯科疾患（病）検診実施状況　

医療費の分析等に関する取組の実施状況
●データヘルス計画の実施状況　

指
標

3
糖尿病等の重症化予防の取組の実施状況
● 重症化予防の取組の実施状況

給付の適正化に関する取組の実施状況
●医療費通知の取組の実施状況

指
標

4
広く加入者に対して行う予防 ･健康づくりの
取組の実施状況
● 個人へのインセンティブの提供の実施
● 個人への分かりやすい情報提供の実施

地域包括ケアの推進に関する取組の実施状況
●国保の視点からの地域包括ケア推進の取組

指
標

5
加入者の適正受診・適正服薬を促す取組の
実施状況
● 重複服薬者に対する取組 

第三者求償の取組の実施状況
●第三者求償の取組状況

指
標

6
後発医薬品の使用促進に関する取組の実施状況
● 後発医薬品の促進の取組 
● 後発医薬品の使用割合

適正かつ健全な事業運営の実施状況
●適切かつ健全な事業運営の実施状況

指標1 指標2 指標3
主な市町村指標の都道府県単位評価
●主な市町村指標の都道府県単位評価
　・特定健診・特定保健指導の実施率
　・糖尿病等の重症化予防の取組状況
　・個人インセンティブの提供
　・後発医薬品の使用割合
　・保険料収納率
　※都道府県平均等に基づく評価

医療費適正化のアウトカム評価
●都道府県の医療費水準に関する評価
　※ 国保被保険者に係る年齢調整後
一人当たり医療費に着目し、

　　・その水準が低い場合
　　・ 前年度より一定程度改善した

場合に評価

都道府県の取組状況
○都道府県の取組状況
　・ 医療費適正化等の主体的な取組
状況（保険者協議会、データ分析、
重症化予防の取組　等）

　・ 医療提供体制適正化の推進
　・法定外繰入の削減

※厚生労働省ホームページから引用

▲上司、同僚の方との一枚
（菅原さんは前列左）
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宮城県の東南部、福島県との県境に位置し、東側には太平洋を一望で
きる平野が広がり、西側には阿武隈山地が重なる自然豊かな町です。
東日本大震災では、町の総面積の約４割が津波により浸水、甚大な被
害を受けましたが、全国からの温かなご支援により、確実に復興への
歩みを進めています。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
被
保
険
者
数

が
減
少
し
て
お
り
、
震
災
前
5
︐3
2
6

人
（
※
平
成
23
年
2
月
末
現
在
）
で
あ
っ

た
被
保
険
者
数
が
、
平
成
28
年
度
末
で

3
︐5
5
1
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
で
は

4
1
0
︐9
5
6
円
と
宮
城
県
内
で
ワ
ー

ス
ト
2
位
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
健
事

業
や
医
療
費
適
正
化
事
業
等
に
力
を
入

れ
、
医
療
費
の
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

山
元
町
は
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
県
内
で
も
高
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
の
た

め
、
医
療
費
分
析
を
行
い
な
が
ら
、
保

健
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
課
題
と
し
て
は
、
高
血
圧
や

脳
血
管
疾
患
等
の
循
環
器
疾
患
の
占
め

る
割
合
が
高
く
、
高
血
圧
対
策
と
し
て
、

減
塩
推
進
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宮
城

病
院
の
栄
養
管
理
室
の
栄
養
士
と
と
も

に
、「
ヘ
ル
し
お
」
と
名
付
け
た
水
だ
し

の
活
用
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
乳

幼
児
健
診
、
特
定
健
診
、
元
気
や
ま
も

と
健
康
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
う
す
味

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
試
食
等
を

行
い
な
が
ら
、「
ヘ
ル
し
お
」
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
レ
シ
ピ
集
を
作

成
し
、
病
院
や
町
の
事
業
に
お
い
て
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
解
消
や
広
く
健
康
づ

く
り
を
普
及
す
る
た
め
に
、「
元
気
や

ま
も
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

事
業
は
、
今
年
度
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
り
、
参

加
人
数
を
増
や
す
計
画
に
し
て
お
り
ま

す
。
歩
数
計
を
身
に
着
け
る
こ
と
に
よ

り
、「
意
識
し
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
」

「
血
糖
値
、
尿
酸
値
が
下
が
っ
た
」
等
、

嬉
し
い
声
も
聞
こ
え
て
来
て
い
ま
す
。　
　

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
を
継
続
し
て

行
え
る
よ
う
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、

歩
く
環
境
づ
く
り
の
整
備
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

特
定
健
診
会
場
に
お
い
て
は
、
保
健

師
、
栄
養
士
が
64
歳
以
下
の
受
診
者
全

員
に
対
し
、
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
定
保
健
指
導
に
は
該
当
し
な
い

39
歳
以
下
の
方
、
メ
タ
ボ
で
は
な
い
け

れ
ど
も
血
糖
値
や
血
圧
の
高
い
方
な
ど
、

過
去
の
健
診
結
果
を
見
な
が
ら
、
経
年

的
に
自
分
の
身
体
の
変
化
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
い
、
継
続
し
て
受
診
す
る
よ
う

声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ２７年度 Ｈ２８年度

町の人口（人） 12,570 12,469

国保世帯数（世帯） 2,209 2,123

国保加入割合（％） 30.1� 28.5�

収納率（％） 95.67� 94.65�

被保険者数（人） 3,780 3,551

１人当たり医療費（円） 404,904 410,956

特定健診受診率（％） 43.1� 44.7�

町の国保の概況

山元町

健
康
づ
く
り
の
柱
は
「
ヘ
ル
し
お
」

の
普
及
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

特
定
健
診
、
保
健
指
導
の
受
診
率
の

向
上
に
向
け
て

（3月末現在）

　
国
民
健
康
保
険
の
主
管
課
で
あ
る
「
保

健
福
祉
課
」
は
、
国
保
、
後
期
及
び
介
護

に
関
す
る
保
険
給
付
・
資
格
管
理
等
を
担

当
す
る
「
保
険
給
付
班
」、
保
健
事
業
等

を
担
当
す
る
「
健
康
推
進
班
」、
障
害
福

祉・生
活
保
護
等
を
担
当
す
る「
福
祉
班
」、

児
童
福
祉
・
保
育
所
管
理
等
を
担
当
す
る

「
子
育
て
支
援
班
」
と
４
つ
の
班
で
組
織

さ
れ
、
業
務
内
容
が
幅
広
く
大
き
な
課
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
保
険
運
営
、
福
祉
及
び
子
育
て
支

援
と
い
っ
た
住
民
の
窓
口
と
な
る
業
務
担

当
が
同
じ
課
に
あ
る
こ
と
で
、
情
報
共
有

や
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
迅
速

な
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
に
対
し
て
は
、
分
か

り
や
す
く
・
親
切
・
丁
寧
な
対
応
に
努
め
、

様
々
な
相
談
や
各
種
申
請
・
届
出
等
の
際

に
は
、
被
保
険
者

に
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う

適
切
な
説
明
や

助
言
を
行
う
な

ど
、
き
め
細
や

か
な
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

▲山元町ＰＲキャラクター
　「ホッキー君」

山元町

国保の
なかまたち

KOKUHO no NAKAMA

国保のいま

山元町 保健福祉課

復興のすがた（新山下駅から）

わが まちの取 り 組み
健康づくりでまちづくり
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「
平
成
30
年
度
は

　
重
要
な
年
と
な
る
」

（
理
事
長
）

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
本
会
佐
藤
理
事

長
（
塩
竈
市
長
）
は
「
4
月
か
ら
半
世
紀

ぶ
り
に
国
保
制
度
の
大
改
革
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
本
会
で
も
新
制
度
を
円

滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
の
管
理
な
ど
を
通
し
て
全

力
を
尽
く
す
。
ま
た
並
行
運
用
と
な
る
次

期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
保

険
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
1
月

か
ら
本
稼
働
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
厚
労
省
で
進
め
ら
れ

て
い
る
支
払
基
金
改
革
に
対
応
し
、
昨
年

10
月
に
策
定
し
た
『
国
保
審
査
業
務
充
実
・

高
度
化
計
画
』
を
通
じ
て
、
審
査
支
払
事

務
の
効
率
化
、
審
査
基
準
の
統
一
化
を
進

め
て
い
く
」
と
も
述
べ
、
本
年
が
保
険
者

及
び
国
保
連
合
会
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
一
年
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

「
国
保
事
業
を

　
し
っ
か
り
運
営
し
て
い
く
」

（
県
保
健
福
祉
部
長
）

　
そ
の
後
祝
辞
に
移
り
、
は
じ
め
に
県
渡
辺

保
健
福
祉
部
長
（
代
読　
県
千
葉
保
健
福
祉

部
次
長
）
か
ら
参
集
者
に
対
し
謝
辞
を
述
べ

る
と
と
も
に
「
制
度
創
設
以
来
の
大
改
革
が

円
滑
に
施
行
さ
れ
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
国

保
連
合
会
、
市
町
村
及
び
国
保
組
合
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

し
て
、
し
っ
か
り
国
保
事
業
を
運
営
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

「
国
保
財
政
の
安
定
化
に
資
す
る

　
歯
科
検
診
導
入
の
検
討
を
」

（
県
歯
科
医
師
会
会
長
）

　

続
い
て
県
細
谷
歯
科
医
師
会
会
長
か
ら

は
「
国
保
財
政
の
安
定
化
及
び
医
療
費
適

正
化
の
一
環
で
も
あ
る
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
評
価
指
標
の
中
に
、
歯
科
検
診
の

導
入
が
あ
る
。
口
の
健
康
が
総
医
療
費
増

大
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
エ
ビ
デ

ン
ス
が
積
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険

者
に
お
い
て
は
国
保
財
政
の
安
定
化
に
資

す
る
歯
科
検
診
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

◇　
議　
事

　

祝
辞
の
後
、
総
会
議
長
に
本
会
佐
藤
副

理
事
長
（
村
田
町
長
）
が
選
出
さ
れ
議
事

へ
入
り
、
事
務
局
か
ら
は
じ
め
に
報
告
事

項
5
件
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
事
項
へ
と
移
り
、
議
案

第
1
号
と
し
て
新
国
保
制
度
施
行
に
よ
り
、

宮
城
県
が
国
保
連
合
会
の
会
員
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
「
連
合
会
規
約
等
の
一
部
を

改
正
す
る
規
約
」
を
審
議
し
た
。　
　
　

具
体
的
な
内
容
は
、

①�

県
の
連
合
会
総
会
に
お
け
る
議
決
権
は

国
保
組
合
の
議
決
権
と
同
様
に
国
保
に

関
す
る
議
案
の
み
行
使

②
県
の
代
表
者
は
保
健
福
祉
部
長

③�

県
か
ら
一
般
負
担
金
の
う
ち
、
会
員
割

額
の
み
徴
収
（
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
、

K
D
B
シ
ス
テ
ム
等
に
係
る
経
費
は
別

途
徴
収
）

　
と
な
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
第
2
号
「
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」

に
つ
い
て
は
、
高
額
医
療
費
共
同
事
業
廃

止
に
伴
い
積
立
金
を
取
崩
し
、
保
険
財
政

安
定
化
・
高
額
医
療
費
共
同
事
業
会
計
に

繰
り
入
れ
、
市
町
村
拠
出
金
を
減
額
し
交

付
金
に
充
当
す
る
も
の
、
議
案
第
3
号
か

ら
第
16
号
に
つ
い
て
は
、
国
保
制
度
改
正

や
取
扱
件
数
、
受
入
金
の
増
減
に
伴
う
平

成
29
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
と
な
り
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

審
査
支
払
手
数
料
の
引
き
上
げ
、
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
運
用
委
託
手
数
料
の
承

認
を
得
る

　
議
案
第
17
号
か
ら
第
26
号
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
、
会
員
負
担
金
・

手
数
料
、
各
種
会
計
歳
入
歳
出
予
算
と
な

り
、
中
で
も
議
案
第
18
号
「
平
成
30
年
度

会
員
負
担
金
及
び
各
種
審
査
支
払
手
数
料

等
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
国
保
・
後
期
審

査
支
払
手
数
料
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

こ
と
、
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
稼
働
と

な
る
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
に
係
る
運

用
委
託
手
数
料
を
新
た
に
徴
収
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
経
緯
等
の
説
明

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
保
険
者
の
理
解
も
あ

り
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
第
26
号
「
債
務
負
担
行

為
の
設
定
」
で
は
債
務
負
担
行
為
2
件
に

つ
い
て
、
議
案
第
27
号
「
補
正
予
算
に
係

る
専
決
の
委
任
に
つ
い
て
」
で
は
、
会
員

等
に
新
た
な
負
担
が
伴
わ
な
い
予
算
補
正

は
、
理
事
長
が
専
決
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
案
第
28
号
「
理
事
及
び
監
事
の
選

任
に
つ
い
て
」
で
は
、
平
成
29
年
度
末
に

任
期
満
了
と
な
る
本
会
役
員
が
、
新
た
に

各
推
薦
母
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

全
議
案
が
終
了
し
た
。

　

な
お
、
理
事
の
改
選
に
伴
う
新
三
役
は

平
成
30
年
4
月
の
理
事
会
に
て
決
定
さ
れ

た
。（
12
頁
参
照
）

提出議案
報告事項

報告第1号 役員の就任について
報告第2号 債務負担行為（執行状況報告）
報告第3号 平成29年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算（第2号）
報告第4号 平成29年度介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算（第2号）
報告第5号 平成29年度保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計歳入歳出補

正予算（第1号）
審議事項

議案第1号 連合会規約等の一部を改正する規約
議案第2号 財産の処分について
議案第3号 平成29年度一般会計歳入歳出補正予算（第2号）
議案第4号 平成29年度診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算（第3号）
議案第5号 平成29年度診療報酬審査支払特別会計（診療報酬支払勘定）歳入歳出補正予算

（第1号）
議案第6号 平成29年度診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療費支払勘定）歳入歳出補正

予算（第2号）
議案第7号 平成29年度保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計歳入歳出補

正予算（第2号）
議案第8号 平成29年度介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算（第3号）
議案第9号 平成29年度介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費等支払勘定）歳入歳出補

正予算（第2号）
議案第10号 平成29年度介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関する報酬等支

払勘定）歳入歳出補正予算（第1号）
議案第11号 平成29年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算

（第2号）
議案第12号 平成29年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費支払勘定）歳

入歳出補正予算（第1号）
議案第13号 平成29年度障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児給付費支払勘定）歳入

歳出補正予算（第2号）
議案第14号 平成29年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出補正予算

（第2号）
議案第15号 平成29年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医療診療報酬支

払勘定）歳入歳出補正予算（第1号）
議案第16号 平成29年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に関する診療

報酬支払勘定）歳入歳出補正予算（第1号）
議案第17号 平成30年度事業計画
議案第18号 平成30年度会員負担金及び各種審査支払手数料等
議案第19号 平成30年度一般会計歳入歳出予算
議案第20号 平成30年度診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算

（業務勘定）（診療報酬支払勘定）
（公費負担医療費支払勘定）（出産育児一時金等に関する支払勘定）

議案第21号 平成30年度職員退職手当特別会計歳入歳出予算
議案第22号 平成30年度介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算

（業務勘定）（介護給付費等支払勘定）
（公費負担医療費等に関する報酬等支払勘定）

議案第23号 平成30年度障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算
（業務勘定）（障害介護給付費支払勘定）
（障害児給付費支払勘定）

議案第24号 平成30年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算
（業務勘定）（後期高齢者医療診療報酬支払勘定）
（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）

議案第25号 平成30年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出予算
（業務勘定）（特定健診・特定保健指導等費用支払勘定）

議案第26号 債務負担行為の設定
議案第27号 補正予算に係る専決の委任について
議案第28号 理事及び監事の選任について

公
　
　
　
告

※�

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※�

平
成
30
年
2
月
6
日
開
催
の
理
事
会
及
び
2
月
14
日
開
催
の
総
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
事
項
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

平成30年度事業計画、予算など原案どおり可決
平成 30年 2月 14日（水）本会会議室において平成 29年度第 2回通常総会を開催し、新国保
制度施行等に伴う連合会規約の一部改正や平成 30年度事業計画、予算、また国保審査支払手数
料の引き上げを盛り込んだ平成 30年度会員負担金及び各種審査支払手数料など審議事項全 28
件について原案どおり可決した。

平成29年度第2回通常総会　—平成30年2月14日（水）—
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　「メンタルヘルス」とか、「メンタルク
リニック」など、「メンタル」という言葉
が珍しくなくなってきました。「メンタル
を強く」などごく日常的な表現にも使わ
れるようになってきています。「ハート」
も心や精神を意味する言葉ですが、こと
医療分野に関しては、「ハート」は心臓を
意味するので、「ハートクリニック」は心
臓のお医者さん、こころの診療をするの
が「メンタルクリニック」になります。
仙台・宮城に初めて「メンタルクリニック」
が登場したのは平成に入ってからだと思
いますが、今では街中で看板を見かけて
も何の違和感もなく、かく言う私のクリ
ニックも名前は「診療所」ですが、看板
には「メンタルクリニック」と表記して
います。これからメンタルヘルスのお話
をしていくにあたって、まずはこのメン
タルクリニックがどういう所かというこ
とから始めましょう。
　まず言えるのはメンタルクリニックは
基本的に「精神科」だということです。
精神科というと暴れたり、おかしなこと
を言う人が沢山いるという精神病院のイ
メージがいまだに付きまとっているよう
ですが、今日ではもうそんなことはあり
ません。病院でもクリニックでも、「ここ
ろ」の問題全般を扱うのが精神科で、子
供の発達障害から高齢者の認知症まで、
その守備範囲は実に広いのです。特に外

来中心のクリニックでは入院を必要とす
るような重症例はあまり診ない代わりに、
比較的軽いうつや、不眠・不安、学校や
職場・家庭の悩み事相談などストレス関
連の様々な問題を扱っています。
　一方、同じストレスでも不安や不眠で
はなく体の病気として現れることがあり、
これがいわゆる心身症です。過敏性腸症
候群やある種の消化性潰瘍、喘息、高血
圧などこういった疾患を診療するのが心
療内科で、体の病気を診る以上、あくま
でも内科の一部門という位置付けです。
Ｘ線撮影や血液検査などは、どちらかと
いうと精神科の苦手な分野で、心療内科
に一日の長があると言えるでしょう。
　体の病気でも、脳そのものの病気にな
ると神経内科（あるいは外科）の出番です。
ストレスとの関わりの希薄な脳循環障害
やパーキンソン病などはこちらの診療対
象です。そうは言ってもこれらの科の間
にもオーバーラップする領域があって、
うつ病は精神科でも心療内科でも診ます
し、認知症の診療は精神科と神経内科の
両方にまたがります。メンタルクリニッ
クでは精神科を中心に、心療内科や神経
内科の知識も応用しながら診療していま
す。精神科と心療内科の境界は時にちょっ
とあいまいですが、これから数回にわたっ
てメンタルクリニックで診る代表的な病
気についてお話していきましょう。

　

平
成
30
年
3
月
16
日
（
金
）、

本
会
会
議
室
を
会
場
に
平
成
29
年

度
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
連
絡
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
始
め
に
髙
橋
賢
昭
国
保
運
協
連

絡
会
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
4

月
か
ら
都
道
府
県
が
国
保
の
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市
町

村
と
共
同
で
運
営
し
て
行
く
こ
と

に
な
る
中
、
我
々
国
保
運
協
委
員

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
は
連
携

協
力
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促

進
、
病
気
を
重
症
化
さ
せ
な
い
取

組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。」
と
し
、
ま
た
、
保
険
者

努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
健
康
づ
く
り
や
医
療
費
適

正
化
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
、「
平
成
28
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
」「
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
」
を
含
む
6
件
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
会
長
・
副
会
長
の
選
任

も
行
わ
れ
、
会
長
に
髙
橋
賢
昭
氏

（
栗
原
市
運
協
会
長
）、
副
会
長
に

柿
沼
敏
万
氏
（
仙
台
市
運
協
会

長
）、
松
本
洋
一
氏
（
気
仙
沼
市

運
協
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
研
修
会
で
は
、

一
般
社
団
法
人
仙
台
市
薬
剤
師
会

副
会
長
の
高
橋
將
喜
氏
を
講
師
に

招
き
、「
仙
台
市
薬
剤
師
会
ハ
ー

ト
ヘ
ル
ス�

プ
ラ
ザ
の
取
り
組
み�

︱
疾
病
の
早
期
発
見
と
予
防
に
よ

る
医
療
費
削
減
︱
」
と
題
し
て
、

行
政
や
関
係
団
体
と
の
様
々
な
連

携
体
制
の
構
築
や
、
県
民
と
行
政

間
の
橋
渡
し
を
す
る
地
域
密
着
型

薬
局
（
ハ
ー
ト
ヘ
ル
ス�

プ
ラ
ザ
）

の
推
進
な
ど
に
関
す
る
取
組
の
紹

介
が
あ
り
、
参
集
者
は
皆
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

あおばの杜診療所　院長
石井　一

メンタルクリニックって？メンタルクリニックって？

H e a l t h  I n formation

平
成
29
年
度
宮
城
県
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
連
絡
会
通
常
総
会

▲

�﹁
ハ
ー
ト
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
﹂の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
す
仙
台
市
薬
剤
師
会
高
橋
副
会
長

介護サービスの質の向上に関する市町村担当者、事業所管理者等研修会

　市町村担当者及び県内各介護サービス事業所の管理者等が一堂に
会し、介護現場の状況や課題等について、各分野で活躍されている
方からご講演いただき、介護サービスの質の向上を図ることを目的
とした「介護サービスの質の向上に関する市町村担当者、事業所管
理者等研修会」を開催します。
　多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

日時 : 平成30年8月29日（水）午後1時30分~
場所 : 仙台銀行ホールイズミティ21（泉文化創造センター）大ホール ▲昨年開催の様子

国 保 連

Report

平
成
30
年
度
事
業
計
画
、

歳
入
歳
出
予
算
等
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決

開催のご案内
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理 事 長　大友喜助（角田市長）
副理事長　櫻井公一（松島町長）
副理事長　齋　清志（大河原町長）
常務理事　小林　裕

●職員　　　 91名
　（県等派遣４名を含む）
●再任用職員   7名
●非常勤職員 32名
●パート職員   8名

役　員
平成 30 年４月現在

副参事
大窪正己

課長補佐
佐藤智浩

課長補佐
早坂敏幸

課長補佐
本田典子

課長補佐
鴇田健司

課長補佐
飯塚新一

課長補佐
渡邊鋭一

副参事兼
課長補佐
安達 勉

課 長
芳賀克文

総務課
係 長

（課長補佐兼務）

総務係

係 長
（課長補佐兼務）

企画予算係

主幹兼係長
長田雅美

財務係

主幹兼係長
丹治俊行

求償係

主幹兼係長
小原知之

事業係

主幹兼係長
門間昌子

保健事業係

係 長
（課長補佐兼務）

審査係

主幹兼係長
菊地 慎

苦情相談係

主幹兼係長
川嶋義顕

システム係

主幹兼係長
千葉由美子

共同処理係

係 長
（課長補佐兼務）

第 一 係

主幹兼係長
守喜三男

第 二 係

係 長
阿部 覚

第 三 係

係 長
（課長補佐兼務）

第 四 係

主幹兼係長
川嶋良子

第 五 係

主幹兼係長
大窪享子

第 六 係

主幹兼係長
澤田 渉

保険者支援係

係 長
（副参事事務取扱）

管理係

係 長
（企画予算係長兼務）

調整係

（８名）

課 長
菅谷正孝

事業推進課
（８名）

課 長
田中政俊

介護保険課
（10名）

（10名）

副参事兼
課長補佐
西條雅之

課 長
深町美昭

情報管理課
（10名）

副参事
鈴木 潤課 長

齋藤正浩

審査業務課
（32名）

室 長
事務局次長

（総務担当）兼務

新国保制度対策室
（兼務３名）

課 長
事務局次長

（総務担当）兼務

財務課
（7名）

課 長
事務局次長

（審査担当）兼務

審査管理課

事務局次長
（総務担当）

小室正良

事務局長
門間博幸

事務局次長
（審査担当）

佐藤 智

機関会議等に関すること
予算執行に関すること
一般庶務に関すること

国保事業の総合的企画及び調整に関すること
国保に関する情報の収集及び調査研究に関すること
事務計画、予算の編成に関すること

医科の統括に関すること
高点数審査業務に関すること
医科の審査に関すること

監事会に関すること
出納管理及び決算に関すること
診療報酬等の支払いに関すること
普通交付金の収納事務に関すること

県国保運協連絡会等に関すること
広報事業に関すること
国保診療施設協議会等に関すること
保険者協議会に関すること

年金特別徴収経由機関業務に関すること
介護保険苦情処理及び苦情処理委員会に関すること
介護サービスワンランクアップ事業に関すること
障害者総合支援審査支払業務に関すること

再審査に関すること
保険者支援、レセプト点検の支援に関すること
調剤高額レセプトの審査に関すること
医科、調剤突合点検に関すること
国保総合システムの統括的管理に関すること
保険者業務支援システムの管理に関すること
ネットワークシステムの管理に関すること
国保標準事務処理システムに関すること
後期高齢者医療関係業務（システム関係）に関すること

柔道整復療養費の審査に関すること
訪問看護療養費の審査に関すること
一般療養費の審査に関すること
調剤に関すること
発送業務に関すること

審査業務の総括に関すること
審査委員会に関すること
医療機関マスタに関すること
乳幼児共同処理に関すること
出産育児一時金等に関すること
返還金に関すること

共同電算処理関係業務に関すること
国保情報集約関係業務に関すること
全国決済業務の総括に関すること
過誤調整関係業務に関すること
国保事業月報、年報処理に関すること
保険者間調整関係業務に関すること
後期高齢者医療関係業務（共同事業・広域連合対応）に関すること
歯科に関すること

医科の審査に関すること

医科の審査に関すること

市町村保健事業の支援に関すること
国保データベースシステムに関すること
在宅保健師等活動者連絡協議会に関すること
特定健診等の費用決済、データ管理に関すること

債権譲渡に関すること
第三者行為求償事務に関すること

介護保険関連保険者事務共同処理業務に関すること
介護保険給付の審査支払及び審査委員会に関すること

システム関係業務に関すること
医科の審査に関すること

新国保制度に関すること

ダイヤルイン
●総務課・財務課 022（222）7070
●事業推進課 022（222）7077
●介護保険課 022（222）7079
●介護苦情相談窓口 022（222）7700
●障害総合支援窓口 022（290）2100
●審査管理課 022（222）7074
●情報管理課 022（222）7170
●審査業務課 022（222）7075

●ＦＡＸ（総務・財務） 022（222）7031
●ＦＡＸ（情報管理課） 022（222）7072
●ＦＡＸ（審査管理・審査業務課）
 022（222）7107
●ＦＡＸ（事業・介護） 022（222）7260
ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//www.miyagi-kokuho.or.jp

▲

転任等

氏　名 旧所属・職名

佐　山　敏　信 保健福祉部参事
兼国保医療課長

伊　藤　哲　也 国保医療課長補佐
（後期高齢者医療広域連合派遣）

小　形　英　雄 国保医療課長補佐（班長）

今　野　和　恵 国保医療課長補佐（班長）

佐　竹　みさき 国保医療課主幹（班長）

小　松　幸　子 国保医療課主査

山　中　　　茂 国保医療課主事

齋　藤　慎之介 国保医療課主事

遠　藤　洋　平 国保医療課主事（富谷市から派遣）

▲

転入等
新所属・職名 氏　名

保健福祉部参事
兼国保医療課長 三　浦　正　博

国保医療課健康政策専門監 佐々木　るみ子

国保医療課長補佐
（後期高齢者医療広域連合派遣） 渡　辺　一　晃

国保医療課長補佐（班長） 安　藤　健　一

国保医療課長補佐（班長） 髙　橋　一　之

国保医療課主幹（班長） 板　垣　裕　子

国保医療課主任主査 菊　地　真　弘

国保医療課主任主査 髙　橋　　　敦

国保医療課主査 及　川　　��洋　

国保医療課主事 二　木　美　恵

国保医療課主事 佐々木　芹　香

国保医療課主事 久　喜　美栄子

●宮城県保健福祉部国保医療課（平成 30年 4月 1日）

●国保連合会（平成 30年 4月 1日）

人事異動

事務局組織図

異動：係長以上
新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

総務課長補佐
兼総務係長 佐　藤　智　浩 総務課長補佐

財務課長補佐 本　田　典　子 財務課長補佐
兼求償係長

財務課主幹
兼求償係長 丹　治　俊　行 財務課主幹

兼財務係長
財務課主幹
兼財務係長 長　田　雅　美 総務課主幹

兼総務係長

派遣職員
新所属・職名 氏　名 旧所属・職名

情報管理課主任主査 髙　橋　則　孝 総務課主査
（宮城県派遣）

総務課主事 渡　部　隆　平 総務課主事
（国保中央会派遣）

総務課主査
（宮城県派遣） 永　山　広　朗 総務課主事

総務課主事
（国保中央会派遣） 菊　地　辰　彦 情報管理課主事

国 保 連 コ ー ナ ー

平成 30 年度 第 1 回理事会開催 新三役決定

　4月 11日に開催された平成 30年度第 1回理事会におい
て、任期満了に伴う理事長、副理事長、常務理事の互選が行
われ、大友理事長をはじめ三役が決定しました。理事長に選
出され挨拶に立った大友理事長は、最近の国保情勢にふれ、
「本年度から施行された新国保制度に伴い、国保保険者は大
きな変革期を迎えるが、引き続き国保運営の安定化が図られ
るよう努力して参る。」と述べ、理事等に理解と協力を求め
ました。
　次に審議案件として専決処分（普通交付金収納事務規則の
制定等）の報告を行い、異議なく承認されました。
※これらに係る公告については本会ホームページに掲載しております。

理事長
大友 喜助 角田市長

副理事長
齋 清志 大河原町長

副理事長
櫻井 公一 松島町長

常務理事
小林 裕
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連 合 会 日 誌

　本会では、健康づくりのための保険者支援の一
環として、国保担当等で実施する事業に対し、健
康教育器材や着ぐるみなどの貸出を行っています。
　今回は、平成 29年度に貸出をしました健康器
材をランキングで紹介します !

１
位

3
位

2
位

5
位

脳年齢計

BCチェッカー

血管年齢計　血行美人

健骨度測定装置（手首位置）

骨密度測定装置（かかと位置）

NEO活齢（かつとし）

ゲーム感覚で楽しく簡単に脳年齢やストレス度をチェックできます。タッ
チパネル上の数字を順番に押していくことで記憶力と処理能力の傾向が
分かります。

抹消血液循環の血液の機能状況を測定することができます。
測定結果は同年代の人達と比較して評価されます。

指先の抹消血液循環で血管老化度がわかります !
測定器に手のひらを置くだけで簡単に測ることができます。

手首を使って骨密度を簡単に測定できます。かかと位置よりお手軽に測
定できます。

かかとを使って骨密度を簡単に測定できます。性別・年齢別の
平均値に対して 5段階で分かりやすく測定結果がでます。

活力年齢で身体の年齢を測定し、同年代の平均と比較ができます。
また、肥満やカロリーチェックもできる健康測定器です。

貸出数 21回

貸出数 15回

貸出数 15回

貸出数 16回

貸出数 11回

貸出数 11回

このように内臓脂肪率等が測れます !!
ぜひ、ご活用ください !

事業推進課保健事業係
TEL 番号 :022-222-7077
FAX番号 :022-222-7260
申込用紙 :�スターオフィス - キャビネット一覧 -

事業 - 健康器材借用書関係

申込み先・問い合わせ先

今回、紹介した健康器材以
外にも、さまざまな健康器
材等がありますので、詳し
くは本会事業推進課保健事
業係までお気軽にお問い合
わせください。

１月
23 日 ●�第 1回宮城県国保連合会保健事業支援・評価委員会

事業支援部会　
31日 ●�宮城県保険者協議会　

●�三役会議
2月

6 日 ●�理事会�
8 日 ●�第 2回宮城県国保連合会保健事業支援・評価委員会　�
9 日 ●�宮城県国保診療施設協議会�役員会・総会・研修会

　（パレス松州）（~10日）��
●�国保情報集約システム担当者説明会　

14日 ●�通常総会　
26日 ●�介護給付適正化システム等ブロック別説明会

　（大崎合同庁舎）
28日 ●�　　　　　　　〃　　　　　　（大河原合同庁舎）

3月
5 日 ●�介護給付適正化システム等ブロック別説明会

　（本会第 2会議室）　
7日 ●�　　　　　　　〃�　　　　　　（新石巻合同庁舎）
16日 ●�宮城県国保運営協議会連絡会�通常総会・研修会　

・柔道整復療養費審査委員会　15日
・診療報酬審査委員会　19、20、22~24日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　24日
・介護サービス苦情処理委員会　24日

第 2回宮城県国保連合会保健事業支援・評価委員会　�
・介護給付費等審査委員会（審査部会）　2日
・柔道整復療養費審査委員会　16日
・診療報酬審査委員会　20~24日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　23日

・柔道整復療養費審査委員会　16日
・診療報酬審査委員会　20、22~24、26日
・介護サービス苦情処理委員会　20日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　26日

・柔道整復療養費審査委員会� 毎月中旬
・診療報酬審査委員会� 〃�中旬～下旬
・介護サービス苦情処理委員会�　〃　下旬
・介護給付費等審査委員会（医療部会）〃下旬

研修会では本吉病院の齊藤院長か
ら「小規模多機能病院での医師の
育成」と題した講演があった。
（2月 9日　宮城県国保診療施設協
議会 役員会・総会・研修会）

５～６月の行事予定
●第１回国保問題調査研究委員会（本会会議室）
●第１回介護保険調査研究委員会（本会会議室）

［表紙作者紹介］
佐々木�洋子（ささきようこ）
イラストレーター
仙台市出身在住グラフィックデザイナーを経て
1987 年よりフリーランス。水彩メインに手描
き（アナログ）のシンプルさと奥深さを楽しみ
ながら追求しつつ、ほか切り絵・アクリル画な
どでも制作
仙台を終身に活動中　個展／グループ展多数

坂元神社（蓑首城跡）といちご（山元町）
　山元町指定文化財に指定されている坂元神社（蓑首城跡）は、
JR 坂元駅から車で約５分の高台にあります。室町時代に築城さ
れ、敷地内に鎮守の神、元妙見宮が祀られていました。明治にな
ると城はなくなりましたが、明治 42年、周辺の村社等と合祀され、
坂元神社となりました。境内にはソメイヨシノやシダレザクラが
数多く植えられており、桜の名所として知られています。
　また、山元町がある亘理地方は東北一のいちごの産地。町内に
はいちご狩り体験ができる農園が３ヶ所あり、12月から６月ま
で長く楽しめます。

国 保 連 コ ー ナ ー

平成 29年度健康器材貸出ランキング

新たに「内臓脂肪計」が加わ
ります!!
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。
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旬の
たより

コ コ ロ と カ ラ ダ に や さ し い お 料 理 レ シ ピ を ご 紹 介！

旬の食材を使った
栄養たっぷりレシピ

たけのこ
体の有害物質を排出し、生活習慣病の予防に効果が
ある食物繊維や高血圧の予防に有効なカリウムが多
く含まれています。鮮度が大切なので、購入したらす
ぐ下処理をしましょう。

旬の食材 その1 さやえんどう（絹さや）
炭水化物や脂肪を効率よく代謝し、体内に蓄積され
た体脂肪を分解する働きがあるビタミン B 群のほか、
βカロテンやビタミン C、カリウム、食物繊維なども
豊富に含まれています。

旬の食材 その2

春野菜入りフカ肉の酢豚風 4人分

フカ肉（もうかざめの切身） 300ｇ
片栗粉 大さじ 4
サラダ油 適量
にんじん 1 ／ 2 本
新玉ねぎ 1 ／ 2 個
たけのこ 小 2 個
赤パプリカ 1 ／ 4 個
さやえんどう（絹さや） 10 本

エネルギー：279kcal
塩分：2.1ｇ

　　しょうゆ 大さじ 2
　　しょうが 小さじ 1
　　酒 大さじ 2
　　砂糖 大さじ 2
　　酒 大さじ 1
　　しょうゆ 大さじ 1
　　穀物酢 大さじ 4
　　トマトケチャップ 大さじ 4
　　中華スープの素 小さじ 1 ／ 3
　　湯 50ｍｌ

＊

◆

❶フカ肉を一口大に切り、＊で下味をつける。
❷たけのこは下ゆでする。
❸にんじん、玉ねぎ、たけのこ、パプリカは食べやすい大きさに切る。
❹絹さやは筋をとり、斜め切りにする。
❺①に片栗粉をつけて油で揚げる。
❻◆の調味料を混ぜ合わせておく。
❼フライパンを熱し油を敷き③を炒め、⑤を加える。
❽⑥を加え、そこに④も加え加熱し、とろみがついたら出来上がり。

フカ肉は低カロリー・高タンパク質
で DHA や鉄分が豊富な食材です。
魚は食物繊維の多い食材と組み合
わせて食べましょう。
たけのこは下ゆでをしてアクを取り
除きましょう。
季節の食材を使うとアレンジレシピ
が楽しめます。

調理上のポイント

食彩豊かな気仙沼市
気仙沼市は、将来像である「～人と自然輝く　食彩豊かなまち～」の実現を目指した食育を推進しています。
四季静穏な天然の良港より、カツオ、メカジキ、サメの水揚げが日本一、サンマ、マグロなども全国有
数の水揚げ高を誇っています。また、牡蠣やホタテ、ホヤの養殖も盛んです。
今回使用したフカ肉は、学校給食にも使用されています。他にも親子料理教室やプチ
シェフコンテスト in 気仙沼の開催など地産地消の取り組みが行われ、食文化の継承に
努めています。
産業まつりや牡蠣まつりなど様々なイベントも開催されますので、気仙沼の味覚を堪能
しに、ぜひ、足をお運びください。

気仙沼市本吉総合支所
保健福祉課　栄養士
行政栄養士 3年

齋藤　真奈
好きな料理／煮物料理

さいとう　　　　　まな

気仙沼市観光キャラクター
「海の子 ホヤぼーや」

材　料
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